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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 16日 (2007.8.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ に お い て 、 各 電 磁 コ イ ル ２ １ Ａ ～ ２ １ Ｆ の う ち の 正 方 向 Ｐ に 電 流 が 流 れ た も の は 、
横 平 行 線 に よ っ て Ｎ 極 に 励 磁 さ れ た こ と を 図 示 し 、 か つ 、 逆 方 向 Ｎ に 電 流 が 流 れ た も の は
、 縦 平 行 線 に よ っ て Ｓ 極 に 励 磁 さ れ た こ と を 図 示 し て お り 、 ま た 、 各 磁 極 体 １ ８ Ａ ～ １ ８
Ｈ の 磁 極 は 、 電 磁 コ イ ル ２ １ Ａ ～ ２ １ Ｆ の 磁 極 と 明 確 に 区 別 す る た め に 、 丸 内 に 図
示 し て あ る 。 上 述 の よ う に 第 ２ 接 続 端 子 ２ ２ Ｂ か ら 第 ３ 接 続 端 子 ２ ２ Ｃ に 向 け 電 流 が 流 れ
る こ と に よ り 、 回 転 円 板 １ ７ は 、 左 右 い ず れ か の 方 向 か ら 図 ６ （ ａ ） の 図 示 位 置 に 向 け 回
転 さ れ る 。 す な わ ち 、 磁 極 体 群 １ ８ を 支 持 す る 回 転 円 板 １ ７ は 、 Ｓ 極 の 第 ４ お よ び 第 ８ 磁
極 体 １ ８ Ｄ ， １ ８ Ｈ が Ｎ 極 に 励 磁 さ れ た 第 ３ お よ び 第 ６ 電 磁 コ イ ル ２ １ Ｃ ， ２ １ Ｆ に 吸 引
さ れ て 近 接 し 、 か つ 、 Ｎ 極 の 第 ３ お よ び 第 ７ 磁 極 体 １ ８ Ｃ ， １ ８ Ｇ が Ｓ 極 に 励 磁 さ れ た 第
２ お よ び 第 ５ 電 磁 コ イ ル ２ １ Ｂ ， ２ １ Ｅ に 吸 引 さ れ て 近 接 す る 向 き に 回 転 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 制 御 部 ３ ０ は 、 ド ラ イ ブ 回 路 ３ １ に 対 し 制 御 信 号 を 出 力 し た 時 点 か ら 所 定 時 間
の 計 時 を 内 蔵 の タ イ マ 回 路 部 で 開 始 し た の ち 、 第 １ お よ び 第 ２ 位 置 検 出 セ ン サ ２ ３ Ａ ， ２
３ Ｂ が 共 に オ フ 状 態 に な っ た か 否 か の 判 別 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） を 、 所 定 時 間 が 経 過 し た と 判
別 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） す る ま で 行 う 。 回 転 円 板 １ ７ が 図 ６ （ ａ ） の 図 示 位 置 ま で 回 転 し た と
き に は 、 第 １ お よ び 第 ２ 位 置 検 出 セ ン サ ２ ３ Ａ ， ２ ３ Ｂ に Ｎ 極 の 第 ７ お よ び 第 １ 磁 極 体 １
８ Ｇ ， １ ８ Ａ が 対 向 す る の で 、 Ｓ 極 を 検 知 す る 両 セ ン サ ２ ３ Ａ ， ２ ３ Ｂ が 共 に オ フ し 、 こ
の と き 、 羽 根 １ １ は 鉛 直 下 方 向 の 向 き Ｆ と な る 。 制 御 部 ３ ０ は 、 両 セ ン サ ２ ３ Ａ ， ２ ３ Ｂ
が 共 に オ フ し た と 判 別 し た と き に 、 ド ラ イ ブ 回 路 ３ １ に 対 し ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｑ
２ ， Ｑ ６ へ の 駆 動 信 号 の 出 力 を 停 止 さ せ る 制 御 信 号 を 出 力 し て 、 各 電 磁 コ イ ル ２ １ Ｂ ， ２
１ Ｃ ， ２ １ Ｅ ， ２ １ Ｆ へ の 通 電 を 停 止 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 こ れ に よ り 、 各 電 磁 コ イ
ル ２ １ Ｃ ， ２ １ Ｂ ， ， ２ １ Ｅ へ の 通 電 時 間 は 、 極 め て 短 時 間 、 例 え ば ２ ０ ０ ｍ ｓ ｅ
ｃ 程 度 に 制 限 さ れ て 、 節 電 が 図 ら れ る 。 こ の 通 電 の 停 止 時 間 は 、 例 え ば ０ ． ５ ～ １ ｓ ｅ ｃ
程 度 に 設 定 さ れ て い る 。
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【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ の の ち 、 制 御 部 ３ ０ は 、 回 転 円 板 が 図 ６ （ ｆ ） の 位 置 に 達 し た 状 態 に お い て 、 第
２ 接 続 端 子 ２ ２ Ｂ か ら 第 ３ 接 続 端 子 ２ ２ Ｃ に 向 け 電 流 を 流 す 制 御 信 号 を ド ラ イ ブ 回 路 ３ １
に 対 し 出 力 し て 、 第 ２ お よ び 第 ６ ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Ｑ ２ ， Ｑ ６ を オ ン さ せ る こ と
に よ り 、 第 ２ 接 続 端 子 ２ ２ Ｂ か ら 第 ３ 接 続 端 子 ２ ２ Ｃ に 向 け 電 流 を 流 す （ ス テ ッ プ Ｓ １ ７
） 。 こ れ に よ り 、 回 転 円 板 １ ７ が 図 ６ （ ｆ ） の 位 置 に お い て 、 第 ３ お よ び 第 ６ 電 磁 コ イ ル
２ １ Ｃ ， ２ １ Ｆ は 、 正 方 向 に 電 流 が 流 れ て Ｎ 極 に 励 磁 さ れ 、 か つ 、 第 ２ お よ び 第 ５ 電 磁 コ
イ ル ２ １ Ｂ ， ２ １ Ｅ は 、 逆 方 向 に 電 流 が 流 れ て Ｓ 極 に 励 磁 さ れ る た め 、 Ｓ 極 の 第 ２ お よ び
第 ６ 磁 極 体 １ ８ Ｂ ， に は 、 対 向 す る 同 極 の 第 ２ お よ び 第 ５ 電 磁 コ イ ル ２ １ Ｂ ， ２ １
Ｅ に 対 し 反 発 力 が 発 生 す る と と も に 、 Ｎ 極 の 第 ３ お よ び 第 ７ 磁 極 体 １ ８ Ｃ ， １ ８ Ｇ は 、 近
接 す る 同 極 の 第 ３ お よ び 第 ６ 電 磁 コ イ ル ２ １ Ｃ ， ２ １ Ｆ に よ り 回 転 円 板 １ ７ を 右 回 り に 回
転 さ せ る 方 向 に 反 発 力 を 受 け る 。 こ れ に よ り 、 羽 根 １ １ は 、 右 回 り へ 回 転 す る 回 転 円 板 １
７ に よ り 右 方 へ 向 け 揺 動 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 図 １ の 羽 根 １ １ の 鉛 直 下 方 向 の 向 き Ｆ を 中 心 と し て 左 右 に ３
０ ° の 角 度 で ス テ ッ プ 動 作 を さ せ る よ う に 電 磁 コ イ ル 群 ２ １ の う ち の 所 要 の も の を 選 択 し
て 所 要 の 磁 極 に 励 磁 さ せ る よ う に し た が 、 羽 根 １ １ を 鉛 直 下 方 向 の 向 き Ｆ か ら 右 方 向 に ３
０ ° 揺 動 さ せ る 際 に 、 図 ４ の 第 １ 接 続 端 子 か ら 第 ３ 接 続 端 子 に 向 け 電 流 が 流
れ る よ う に 通 電 し て 、 第 １ お よ び 第 ４ 磁 極 体 １ ８ Ａ ， １ ８ Ｄ を Ｎ 極 に 、 か つ 、 第 ２ お よ び
第 ５ 磁 極 体 １ ８ Ｂ ， １ ８ Ｅ を Ｓ 極 に そ れ ぞ れ 励 磁 さ せ る こ と よ り 、 羽 根 １ １ を 、 ３ ０ ° ま
で の 中 間 の １ ５ ° の 位 置 ま で 揺 動 し た 時 点 で 一 旦 停 止 さ せ 、 一 方 、 羽 根 １ １ を 鉛 直 下 方 向
の 向 き Ｆ か ら 左 方 向 に ３ ０ ° 揺 動 さ せ る 際 に 、 第 ２ 接 続 端 子 か ら 第 １ 接 続 端 子

に 向 け 電 流 が 流 れ る よ う に 通 電 し て 、 第 ３ お よ び 第 ６ 磁 極 体 １ ８ Ｃ ， １ ８ Ｆ を Ｎ 極 に 、
か つ 、 第 １ お よ び 第 ４ 磁 極 体 １ ８ Ａ ， １ ８ Ｄ を Ｓ 極 に そ れ ぞ れ 励 磁 さ せ る こ と よ り 、 羽 根
１ １ を 、 ３ ０ ° ま で の 中 間 の １ ５ ° の 位 置 ま で 揺 動 し た 時 点 で 一 時 停 止 さ せ る よ う に す る
こ と も で き る 。 こ の 場 合 に は 、 羽 根 １ １ を 一 層 ゆ っ く り と 揺 動 角 度 θ ＝ ６ ０ ° の 範 囲 内 で
揺 動 動 作 さ せ る こ と が で き 、 タ ン ク ２ に 投 入 さ れ る 被 測 定 物 ３ が 羽 根 １ １ に 当 た っ た と き
の 衝 撃 力 を さ ら に 低 減 で き る 。
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